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解説
★★★ （1） 火山の噴出物には、火山灰、火山れき以外に火山弾、火山れき、溶岩、軽石などがある。
★★★ （2） 火山ガスにふくまれる気体は、大部分は水蒸気でその他に二酸化炭素や二酸化硫黄なども含まれている。
★★★ （3） 火山の噴出物が高速で山の斜面を流れ下る現象を「火砕流」という。
★★ （4） 地下深くにあり、高温のため岩石が溶けた状態で火山噴出物のもとになる物質を「マグマ」という。
★★ （5） 火山の形とそれぞれの特徴について下の表にまとめましたので、ご覧ください。

★★★★ （6）

★★★ （7） 板状でうすくはがれやすい黒い鉱物はクロウンモという。他の鉱物の名称と特徴も覚えておこう！
★★★ （8） 上表の『火山の形とそれぞれの特徴』を参照。
★★★ （9） 火山の上部が円形またはそれに近い陥没地形をしているものを「カルデラ」という。

アは正解。イはねばりけが強いと火山灰や岩石の色は白っぽくなるので誤り。ウはマグマが冷え固まった岩石は
火成岩であり、地表や地表近くで急速に固まってできたものは火山岩であるので誤り。エは大きな鉱物の粒を斑
晶、まわりの一様に見えるごく小さな鉱物の集まりやガラス質の部分を石基というので誤り。

1.火山（解答）

単元4 大地の変化

（6） （8）
A C

ウ ア
火砕流

（2）

エ

（1）

（4）

水蒸気

マグマ

火山弾 火山れき 溶岩 二酸化炭素

（5）

ア クロウンモ

（7）

カルデラ

（9）（3）
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『火山の形とそれぞれの特徴』

火山の形

傾斜がゆるやかな形 円錐型 ドーム状型

ねばりけ 弱い 中間 強い

色 黒っぽい 中間 白っぽい

噴火のようす おだやか 中間 激しい

例 マウナロア・クラウェア 桜島・富士山 有珠山・雲仙普賢岳

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

https://iidrill.com/


 

 
https://iidrill.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解説
★★ （1） 観察物が動かすことができる場合、ルーペを目に近づけて持ち、観察物を前後に動かす（エ）。

★★ （2）

★★★ （3）

★★★★★ （4）

★★★ （5）

★★★ （6） 凝灰岩（ア）は火山灰が堆積してできた岩石である。

★★ （7）

火成岩Ａ、火成岩Ｃは大きな鉱物が粒のよく見えない部分に散らばっているので、斑状組織という。火成岩Bは同
じくらいの大きさの鉱物がきっちりと組み合わさっているので、等粒状組織という。

火成岩は等粒状組織であり色が白っぽいことから花こう岩となる。他の火成岩についてもチェックしておこう！『火
成岩の種類と鉱物の割合による色のちがい』を参照。

地下深くでゆっくり冷えてできたと考えられるが、地表で採集することができるのは、大地が少しずつ隆起して、そ
の隆起して高くなったところが雨水や河川の働きで侵食された結果、上部が削られ、また隆起して、浸食を繰り返
すことで深成岩が地上で採集することができる。

火成岩Cは黒っぽいことから、ねばりけが弱いことがわかる。雲仙普賢岳はねばりけが強い火山であり、三原山が
ねばりけが弱い火山である。よってエが答え。

自治体などで、予測される自然災害による被害の程度や範囲、避難経路、避難場所などの情報を地図に表したも
のを「ハザードマップ」という。

（1）

（5） （6）

エ 斑状組織

（2） （3）

花こう岩

エ ア

（7）

ハザードマップ

（4）

大地が上昇し、表面がけずられたため。

2

『火成岩の種類と鉱物の割合による色のちがい』

種類 組織 でき方

深成岩 花こう岩 せん緑岩 斑れい岩 等粒状組織
地下深いところで、ゆっくり
　　　　冷え固まってできる。

火山岩 流紋岩 安山岩 玄武岩 斑状組織
地下浅いところで、急速に

冷え固まってできる。

色 白 中間 黒 ― ―

岩石
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